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【会員企業ご訪問：Vol.136】 

アァルピィ東プラ株式会社（大阪北支部） 
 

今回は、大阪府吹田市にあるアァルピィ東プラ株式会社の 

代表取締役社長 南目 益男 様、小谷 憲和 様を訪ねました。 

 

 

 

 

 

当社は、三洋電機㈱の冷蔵庫内箱がホ

ーローであった当時、プラスチック化の

提案があり、技術力の高さから採用され

たことを機に当社のプラスチック事業

が始まりました。 

昭和 30 年に東洋プラスチック㈱とし

て設立し、当時から技術力の高さが評価

されており、三洋電機㈱が東京三洋電機

㈱として関東進出時にも部品の製造依

頼に応えるため、昭和 43 年に群馬県太

田市の竜舞町に新たに竜舞プラスチッ

ク㈱を設立しました。その後、昭和 63 年
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創業 昭和 28 年 5 月 

従業員数 407 名［単体］929 名［連結］

（平成 28 年 10 月現在） 

（事業内容） 

・IT・家電・輸送車両・住宅設備等、すべての

産業分野向けの精密プラスチック成形  

・電子部品の搬送用・食品包装用・その他産業           

部材用等のプラスチックシートの製造・ 

販売  

・プラスチック製品の設計・成形技術および

機能性素材の開発提案 

社名の由来会社概要 

本社の外観 

代表取締役社長 南目 益男 様 



に竜舞プラスチック㈱と東プラ㈱が統合し、RP（アァルピィ）東プラになりました。

RP とは竜舞プラスチック㈱の頭文字をとっております。 

当初は、真空成形のみを行っていましたが、冷蔵庫関係の部品はプラスチックであ

ったため、自社で射出成形をすることになり、さらに素材のシートも成形することに

なりました。成形加工メーカーでは珍しく「真空成形、特殊射出成形、シート成形」

の三つを行っている総合加工メーカーとして60年強事業を行っており、創業時より、

日本国内における真空成形の先駆者と自負しております。 

アァルピィ東プラ㈱という社名は、先代の社長が「アールピィ」東プラではなく「ア

ァルピィ」にした方が名簿掲載時や検索する際に一番に社名が表示され、また何事に

対しても一番になりたいという思いに由来するものです。 

 

 

 

10 年程前までは、家電や OA 関係の部品が主力製品でしたが、ほとんどの製造メー

カーが海外へ拠点を移したため、現在では成形品の事業としてはアミューズメント関

係、住宅設備が主となっております。 

成形品のマーケットが縮小傾向にあり、10 年程前から小さくなることを感じ、現在

では食品包装容器用の樹脂シートを主にしており、この事業が射出成形の事業を超え

当社の主力となっております。 

業界全体としては縮小傾向にありますが、当社は他社を吸収するなどさらに規模を

拡大しています。一時期はリーマンショックなどの景気の影響を受け従業員数が減少

しましたが、現在ではピーク時の 400 名ほどに回復し更に成長を続けております。 

 

 

 

当社は単層シートおよ

び多層シート（最大 7層）

のパイオニアとして、多

彩なプラスチックシート

素材を開発しています。

シート成形の多層技術に

おいては高い評価をいた

だき、独自の共押出技術

により、当社のシート製

品は熱成形性、ガスバリ

アー性、印刷後加工性、耐

油性、加飾性など多彩な機能の付与が可能な点が強みです。 

 

 

 

当社の現状 

当社の強みと独自技術について  

 

シート押出技術 



 

 

 シートに関しては、

スーパーやコンビニな

どの食品関係の業界か

ら、消費期限を延ばし

食品のロスを減らせる

バリアー性の高いトレ

イやフィルムの開発を

依頼されており、その

開発が今後の課題とな

っています。 

また、成形品に関し

ては、ガス圧によりフ

ローティングコアを移

動させ、均一な肉厚と

平滑な内面の三次元屈

曲パイプ形状の中空部

品を射出成形で成形することができる知的所有権を取得し、現在は自動車メーカーに

販売促進を行っている最中です。プラスチックに代替することによる軽量化から、燃

費向上が期待できるため、今後は自動車メーカーに採用され普及することを期待して

います。 

 

 

 

 今回、会社を訪問させていただき、常に新しい技術の開発に力を注がれており、ま

た、どの成形方法の分野においてもパイオニア的存在である点に魅力を感じました。   

他社では、どれか一つに絞って事業を展開されていることが多いですが、これだけ多

角的に事業をされており、どの分野においても業界トップクラスを維持しておられる

技術力の高さに驚きました。 

 

◎ありがとうございました 

取材：事務局 木原・平野 

本記事記載の情報については 2016 年 11 月 22 日現在のものとなります。 

 

 
掲載希望の方は事務局（06-6214-8300）までご連絡ください 

 

今後の課題 

～会社を拝見して～ 

当社の製品 


